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 要 旨   

目的： 

メンデル式ランダム化研究により、喫煙と飲酒の、19の臓器別のがんとの因果関係を調査す
ることを目的とした。 

方法： 

ヨーロッパ系集団を被験者としたゲノムワイド関連研究コンソーシアムにおける、喫煙（一
度でも定期的に喫煙）割合および飲酒量/週それぞれ１標準偏差上昇に関連する遺伝子変異と
肺がん、乳がん、卵巣がん、前立腺がんに対するオッズ比[OR]および 95％信頼区間[CI]を算
出した。さらに、UKバイオバンクの、2006年から 2010年の調査時に 37歳から 73歳だっ
た 367,643 人のヨーロッパ系集団における 19 の臓器別がんの遺伝的関連を推定した。ボン
フェローニ補正された p値 0.0013未満を統計的有意とした。 

結果： 

喫煙に対応する遺伝的素因は、国際肺がんコンソーシアム(OR 1.80; 95％CI 1.59-2.03; p = 

2.26×10-21)と UKバイオバンク(OR 2.26; 95％CI 1.92-2.65; p = 1.17×10-22)で肺がんと関連
した。食道がん(OR 1.83; 95％CI 1.34-2.49; p = 1.31×10-4)、子宮頸がん(OR 1.55; 95％CI 

1.27-1.88; p = 1.24×10-5）、膀胱がん（OR 1.40; 95％CI 1.92-2.65; p =9.40 ×10-5）、頭頸部
（OR 1.40; 95％CI 1.13-1.74 ; p = 0.002）、胃がん（OR 1.46; 95％CI 1.05-2.03; p = 0.024）
で正関連を認めた。前立腺がんとは負の相関が認められた（ゲノムコンソーシアム OR 0.90; 

95% CI 0.83-0.98; p = 0.011、UKバイオバンク OR 0.90; 95% CI 0.80-1.02; p = 0.104）。飲
酒に対する遺伝子素因はがん全体と関連がなかった(n = 75,037 cases; OR 0.95; 95% CI 

0.84-1.07; p = 0.376)。肺がんとの関連は国際肺がんコンソーシアム(OR 1.94; 95% CI 1.41-

2.68; p = 4.68 × 10-5)で有意な関連を認めたが、UKバイオバンク(OR 1.12; 95% CI 0.65-

1.93; p = 0.686)では認められなかった。飲酒と他の臓器のがんにはいずれも統計的に有意な
関連は認められなかった。 

結論： 

喫煙は肺、頭頸部、食道、胃、子宮頸部、膀胱のがんの危険因子である可能性が示唆された
が、飲酒とがんのリスクについては明らかな関連はなかった。 

 


